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道路橋床版の橋面コンクリート舗装

 道路橋床版の舗装面の対策工法は，大きく分けて 3 つのタイプがあり，約 5cm のアスファルト舗装をする

場合，ラテックス改質コンクリート（Latex Modified Concrete, 以下，LMC）等で表面をオーバーレイす

る場合，そして橋面コンクリート舗装もしくはコンクリート床版と舗装の一体打ちとする場合である．米国

の橋面舗装の種類別橋梁数比較を表-3.1，橋面舗装の種類別面積比較を表-3.2に示す．また，表中のカリフ

ォルニア州のデータを図-3.1と図-3.2に示す．アスファルト舗装とコンクリート舗装(表中のアスファルト

舗装以外)の面積割合はそれぞれ 30，70％程度である．アスファルト舗装が少ない理由として，1970 年代に

施工された床版防水で，防水効果に乏しいものが多く，アスファルト舗装の橋梁において水分や塩分がコン

クリート床版に蓄積されて，床版の早期劣化の原因となったことから，アスファルト舗装をしないほうがよ

い，という考え方が定着したためである． 
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第 3 章 米国における橋梁床版と橋面舗装の現状 
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道路橋床版の橋面コンクリート舗装
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道路橋床版の橋面コンクリート舗装
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道路橋床版の橋面コンクリート舗装
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表-3.5.1 HPCの基準 

 

3.5 高性能コンクリートによるコンクリート床版 

 わが国では、岡村ら例えば,4）が所要の耐久性能を確保するためには、施工や設計詳細などの影響を受けない

締固め不要のコンクリートを用いることが も有効な方法であると考え、「ハイパフォーマンスコンクリート」

を開発した。ハイパフォーマンスコンクリートは、締固め不要なだけでなく、コンクリートの耐久性に悪影

響を及ぼす温度ひび割れや乾燥収縮の初期欠陥を生じにくくし、硬化後の外的要因の影響も受けにくい、密

実性も有するコンクリートとして定義された。現在の日本における「高性能コンクリート」は従来のコンク

リートに新たな機能を付加したコンクリート全般の呼称であり、日本で 初に呼称された「ハイパフォーマ

ンスコンクリート」は高性能コンクリートの一つである「高流動コンクリート」に近いものと考えられる。 

 一方、米国の TRB5）では、SHRP プロジェクトの目的のために“High Performance Concrete（以下、

HPC）”を 初に以下の 3 つの要求性能で定義した。これらの定義より，米国におけるHPC は日本の高性能

コンクリートとほぼ同義であることから，本報では高性能コンクリート（HPC）と訳した． 

①水結合材比（w/cm）の 大値：35% 

②ASTM C 666（促進凍結融解試験方法）のA 法（水中凍結融解試験）における耐久性指数の 小値：80% 

③圧縮強度の 小値：a. 打設後 4 時間以内 20.7MPa（3.0ksi）、b. 24 時間以内 34.5MPa（5.0ksi）、また

は c.28 日以内 69.0MPa（10.0ksi） 

 ここでは、耐久性と強度に関連した定義である。その後の報告書では、コンクリートの高強度化から開発

された“High Strength Concrete”がHPC と混同しやすいことを警告し、HPC で定義された耐久性は強度よ

りも重要となる多くの要因があるとした。プロジェクト完了により、HPC の定義は表-3.5.1 に示すように

分類された。 



 - 36 -

道路橋床版の橋面コンクリート舗装

の橋梁以外は、18～23cm（7.0～9.0inch）厚の現場打ち（CIP）床版を使用した。床版コンクリートで指定

されたコンクリートの事例を表 3.5.2 に示す。材齢 28 日の圧縮強度は、27.6～55.2MPa の範囲であり、多

くは 27.6～41.4MPa である。急速塩化物浸透性試験（Rapid Chloride Permeability Test, RCPT）の結果は、

材齢 28 日で 1,500～2,000 クーロン、材齢 56 日で 1,000～2,000 クーロンであり、参考としてRCPT ratings

を表-3.5.3に示す。この床版に用いられたHPC は、低水セメント比のコンクリートであるLow クラスの範

囲である。FHWA（Federal Highway Administration）は、表-3.5.4に示すように 11 の性能を 4 段階に区

分した高性能構造コンクリート（High Performance Structural Concrete、HPSC）の性能等級を示してい

る。 

 

表-3.5.2 HPC実証橋と床版コンクリートの特性 

州 橋の名称 
床版コンクリートの指定された特性 

28 日圧縮強度 
(MPa) 

急速塩化物浸透量 
（coulombs） 

Alabama Highway 199 41.4 － 
Colorado Yale Avenue 35.2 － 
Georgia SR-920 50.3 2,000 (56days) 

Louisiana Charenton Canal Bridge 29.0 2,000 (56days) 
Nebraska 120th Street 55.2 1,800 (56days) 

New Hampshire Route 104, Bristol 41.4 1,000 (56days) 
New Hampshire Route 3A, Bristol 41.4 1,000 (56days) 

New Mexico Rio Puerco 41.4 － 
North Carolina US-401 41.4 － 
South Dakota I-29 Northbound 31.0 － 
South Dakota I-29 Northbound 31.0 － 

Tennessee Porter Road 34.5 1,500 (28days)注1 
Tennessee Hickman Road 34.5 1,500 (28days)注1 

Texas Louetta Road 27.6, 55.2 － 
Texas San Angelo 41.4, 27.6 － 

Virginia Route 40, Brookneal 27.6 2,500 (28days)注1 
Virginia Virginia Avenue, Richlands 34.5 2,500 (28days)注1 

Washington State Route 18 27.6 － 

(注 1) 37.6℃で 21 日間養生を含む。 

 

 

塩化物浸透性 
急速塩化物浸透量 
（coulombs） 

コンクリートの例 

High ＞ 4,000 高W/C（>0.6） 
Moderate 2,000 – 4,000 中W/C（0.4-0.5） 

Low 1,000 – 2,000 低W/C（<0.4） 

Very Low 100 – 1,000 Latex modified concrete, 
Internally sealed concrete 

Negligible < 100 Polymer impregnated concrete, 
Polymer concrete 

 

表-3.5.3 RCPT ratings6)



  FHWA HPC  
   

 
(300 ) 

AASHTO T 161 
(ASTM C666) 

70%  
<80% 

80%  
<90% 90%  

 
SR (50 ) ASTM C672 3.0 SR 

>2.0 
2.0 SR 

>1.0 
1.0 SR 

0.0 
 

AR (mm) ASTM C944 2.0>AR 1.0 1.0>AR 0.5 0.5>AR 

 
(CP=coulombs) 

AASHTO T 277 
(ASTM C1202) 

2,500 CP 
>1,500 

1,500 CP 
>500 500 CP 

 
ASR (% 56 ) ASTM C441 0.20 ASR 

>0.15 
0.15 ASR 

>0.10 0.10 ASR 

 
SR (%) ASTM C1012 SR 0.10 

(6 ) 
SR 0.10 
(12 ) 

SR 0.10 
(18 ) 

(SL  
SF ) 

AASHTO T 119 
(ASTM C143) 
SF  

SL>19cm 
SF<51cm 

51cm SF 
61cm 61cm SF 

 
fc (MPa) 

AASHTO T 22 
(ASTM C39) 55 fc<69 69 fc<97 97 fc 

 
Ec (GPa) ASTM C469 34 Ec<41  41 Ec<48 48 Ec 

 
S ( 10-6) 

AASHTO T 160 
(ASTM C157) 

800>S 
600 

600>S 
400 400>S 

 
C ( 10-6  ASTM C512 75 C>55 55 C>30 30 C 

 
 

1
1  2015. 7  

2 B  2009. 
9  

3
2  2015. 8  

4 1993.9 
5 Transportation Research Board (TRB): High Performance Concrete Specifications and Practices 

for Bridge. NCHRP Synthesis Report, 441, 2013 
6 Caijun Shi: Another Look at the Rapid Chloride Permeability Test (ASTM C1202 or ASSHTO 

T277) 
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表-3.5.4 高性能構造コンクリート(HPSC)の性能等級 




